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教員研究業績一覧（2013. 4. 1～2014. 3. 31）
　研究業績の種類と分類番号については，下記の表のようになっています。
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学　長
小出　進
Ａ１　知的障害教育・支援の本質－小出 進 著作選集．ジアース教育新社　2014年５月（予定）
Ｅ１　小出先生にインタビュー．日本生活中心教育研究会ニュースレター　pp. 1-5　2014年１月
Ｅ２　生活中心教育20箇条～子ども主体の実践のために．第16回日本生活中心教育研究会講演　2014年２月
発達教育学部
　浦野　俊則
Ａ１　近出殷周金文考釈第二集（共著）．浦野俊則他６名　研文出版　2013年３月30日
Ｃ１　柔遠能邇・額　第30回不手非止同人展　東京・鳩居堂画廊　2013年４月
Ｃ２　秉彝・額　第30回不手非止同人展　東京・鳩居堂画廊　2013年４月
Ｃ３　聴無言・額　第30回不手非止同人展　東京・鳩居堂画廊　2013年４月
Ｃ４　馬四匹抂勒・額　第30回不手非止同人展　東京・鳩居堂画廊　2013年４月
Ｃ５　殷の湯王・軸　第30回不手非止同人展　東京・鳩居堂画廊　2013年４月
Ｃ６　盤古・軸　第30回不手非止同人展　東京・鳩居堂画廊　2013年４月
Ｃ７　臨獻侯鼎銘・軸　第30回不手非止同人展　東京・鳩居堂画廊　2013年４月
Ｃ８　臨僕麻༪銘・軸　第30回不手非止同人展　東京・鳩居堂画廊　2013年４月
Ｅ１　今の漢字、昔の漢字　第54回全日本書写書道教育研究会記念講演（木更津市民会館）2013年10月18日
　安藤　則夫
Ｂ１　 絵本づくりにおける幼児の取り組み方－母親へのアンケートからの考察－（共著）．安藤則夫・植
草一世・馬場彩果　植草学園大学研究紀要　第６巻　2014年３月
Ｂ２　 学習効果の高い小学生用英語教材の開発－その詳細説明と試用実験による検証－（共著）．長谷川
修治・安藤則夫　植草学園大学研究紀要　第６巻　2014年３月
－ 116 － － 117 －
　植草　一世
Ｂ１　 子どもが絵本作りで発見すること（共著）．植草一世・馬場彩果・安藤則夫　植草学園大学研究紀
要　第５巻　pp. 7-16　2013年
Ｂ２　 幼稚園教育のいくつかの課題－「幼稚園教育が直面する複合課題に関する共同的研究」まとめとし
て－（共著）．太田俊己・植草一世他９人　植草学園大学研究紀要　第５巻　pp. 75-83　2013年
Ｄ１　 教師（保育者）を目指す学生が手作り絵本に取り組む意義Ⅰ（筆頭）．植草一世・馬場彩果・安藤
則夫　日本保育学会第66回大会（中村学園大学）発表要旨集　p. 932　2013年５月12日
Ｄ２　 教師（保育者）を目指す学生が手作り絵本に取り組む意義Ⅱ（連名）．馬場彩果・植草一世・安藤
則夫 . 日本保育学会第66回大会（中村学園大学）発表要旨集　p. 933　2013年５月12日
Ｄ３　 のびのびとした絵画表現への試みⅢ－コーナー活動・クラス活動のなかでの５歳児の姿をとおし
て－（連名）．加藤美世子・岡澤元・飯野由佳・加藤惟一・神谷睦代・植草一世　日本保育学会第
66回大会（中村学園大学）発表要旨集　p. 108　2013年５月12日
Ｅ１　 親や学生と一緒にする子どもの絵本作り（連名）．植草一世・安藤則夫・馬場彩果　芸術教育研究
所　芸術教育の会2013　Vol. 92　pp. 26-28　2013 年７月23日
Ｅ２　 絵本の世界と子どもの心．千葉県県立高等学校　第一図書委員会研修会講演（君津市生涯学習交流
センター）2013年９月13日
Ｅ３　 おもちゃコンサルタント養成講座コメンテーター（東京おもちゃ美術館）．2013年６月25日．７月
９日．2013 年１月21日
　遠藤　隆志
Ｂ１　 Modulation of homosynaptic depression during voluntary contraction and muscle fatigue with di"erent test 
re#ex size. R.Takahashi, T. Endoh, T. Nakajima, T. Komiyama. $e Journal of Physical Fitness and Sports 
Medicine Vol. 2 No. 2 pp. 251-258　2013
Ｂ２　 伸張性運動による筋損傷が運動機能に与える影響（筆頭）．遠藤隆志・齋藤基一郎　植草学園大学
研究紀要　第６巻　2014年３月
Ｄ１　 片側肢の筋損傷が両側性機能低下に与える影響（筆頭）．遠藤隆志・齋藤基一郎　第21回日本運動
生理学会大会（東京国際大学）2013年７月27日
Ｄ２　 両側性経頭蓋直流電気刺激が両側同時力発揮に及ぼす影響（筆頭）．遠藤隆志・田添歳樹・齋藤基
一郎・緒方徹　第43回日本臨床神経生理学会学術大会（ザクラウンパレス新阪急高知）2013年11月
８日
　太田　俊己
Ａ１　 特別ニーズを満たす教育インクルージョンへの動き（単著）．発達障害白書　2013年版（編集委員）
p. 83　明石書店　2013年９月１日
Ｂ１　 小出進先生の「統合教育論」から学ぶ～インクルーシブ教育システムと生活中心教育を考えるため
に（単著）．生活中心教育研究　第22号　pp. 1-3　2014年２月22日
Ｂ２　 インクルーシブ保育における子どもの「参加」－国際生活機能分類（ICF）を活用し保育実践を考
える－（共著）．広瀬由紀・太田俊己　植草学園大学研究紀要　第６巻　2014年３月31日
Ｄ１　 いろいろな子を含めた遊びが充実する保育を目指して（連名）．日本保育学会第65回大会（中村学
園大学・中村学園大学短期大学部）発表論文集　pp. 200　2013年５月11日
Ｄ２　 こどもの視点に立った保育を支える記録から～保育者の意識の変化（連名）．日本保育学会第65回
大会（中村学園大学・中村学園大学短期大学部）発表論文集　pp. 278　2013年５月11日
－ 116 － － 117 －
Ｄ３　 こどもの視点に立った保育を支える記録から～事例を通して（連名）．日本保育学会第65回大会
（中村学園大学・中村学園大学短期大学部）発表論文集　pp. 279　2013年５月11日
Ｄ４　 自主シンポジウム　この子らの今と明日のハッピーを支える授業実践⑮～「支援観」を具体化した
学びの場面から．指定討論　太田俊己　日本特殊教育学会第51回大会（明星大学）2013年８月31日
Ｄ５　 自主シンポジウム　障害のある子もない子も「ともに育つ保育」は成立するか？～インクルーシブ
保育の理念と実践を検証する～．企画　太田俊己・砂上史子　司会　太田俊己　日本乳幼児教育学
会第23回大会（千葉大学）発表論文集　pp. 60-61　2013年11月24日
Ｅ１　 多様な子どもへの確かな「支援教育」幕開けの年に（単著）．特別支援教育研究　669号　pp. 58-59
　2013年５月１日
Ｅ１　 就学時の健康診断における知的発達スクリーニング検査　実施の手引き（平成26年度版）（編著）． 
山口薫・上野一彦・太田俊己他　第一法規　2012年５月10日
Ｅ２　 障害のある子もない子も．日本生活中心教育研究会ニュースレター５号　pp. 1-2　2013年６月
Ｅ３　 全日本特別支援教育研究連盟・発達障害教育セミナー八戸会場　講義「『支援教育』の幕開け～イ
ンクルーシブ保育から学ぶ子ども理解」　はちふくプラザねじょう　2013年７月23日
Ｅ４　 第35回北海道特別支援教育研究協議会道東地区研究大会・全道研修会（北見大会）講演「“支援”
の教育を特別支援学校で深める、広める」　北海道北見支援学校　2013年７月30日
Ｅ５　 名古屋市特別支援学校教員研修会　講演「社会参加を生む発達と年齢段階に応じた授業づくりと教
育課程」名古屋市教育センター　2013年８月２日
Ｅ６　 東京都特別支援教育研究会第49回夏季研究大会分科会「自閉症等の児童生徒への対応」助言者　
2013年８月６日
Ｅ７　 第７回子ども主体の知的障害教育を学ぶ会・日本生活中心教育研究会岩手支部　全体講評　2013年
８月10日
Ｅ８　 埼玉県教育委員会免許法認定講習（特別支援教育）「特別支援教育基礎理論」講師　2013年８月13
日・14日　埼玉県民活動総合センター
Ｅ９　 習志野市特別支援教育コーディネーター研修会　講演「コーディネーターの役割と個別の教育支援
計画」　習志野市教育委員会　2013年８月19日
Ｅ10　 茨城県特別支援学校教育研究会・県立北茨城特別支援学校研修会　講演「知的障害教育における自
立活動」　2013年８月20日
Ｅ11　 千葉県特別支援教育研究連盟・千葉県特別支援学級設置校校長会第２回合同研修会　講演「特別支
援教育のこれからをどう作るか？」　ポートプラザちば　2013年９月26日
Ｅ12　 第52回全日本特別支援教育研究連盟全国大会栃木大会　健康・安全教育分科会助言者　宇都宮市立
一条中学校　2013年10月25日
Ｅ13　 松戸地方特別支援学級設置校校長会　講演「これからの特別支援教育」　松戸市立相模台小学校　
2013年１月31日
Ｅ14　 千葉県幼稚園教育課程研究協議会　講演「幼稚園で特別支援をどう進めるか？」千葉県総合教育セ
ンター　2013年２月８日
小川　晶
Ａ１　 少子社会の子育て力－豊かな子育てネットワーク社会を目指して－（分担）．高野良子（編著）学
文社　pp. 43-71　2013年４月
Ｄ１　 保育士による継続的な子育て支援（共同）．日本保育学会第66回大会（中村学園大学）2013年５月
Ｄ２　 母親支援における保育士の総合的視点の有効性（単独）　日本社会福祉学会関東地域部会2013年度
－ 118 － － 119 －
研究大会（日本社会事業大学）2014年３月
Ｅ１　 保育・子育て支援研修講師　飯能市新子育て支援システム開発のための保育士研修・給食調理員研
修講師　2011年４月～ 2014年３月
Ｅ２　 研究開発ファシリテーター　埼玉県飯能市新子育て支援システム構築のための研究開発　2010年11
月～ 2014年３月
Ｅ３　 保育指導　社会福祉法人長春会　たちばな保育園　2013年４月～ 2014年３月
Ｅ４　 保育指導　社会福祉法人芳雄会　ふたば保育園，みのり保育園　2013年11月～ 2014年３月
　加藤　悦子
Ｄ１　 通常学級と“ことばの教室、自閉症・情緒障害特別支援学級”との連携～“集団”と“個の学びの
場”をつなげる新しい試み：国語の授業作り及び就学支援～（自主シンポジウム）（企画）加藤悦
子・渡邊千聡・金子道子・佐藤愼二　日本LD学会第22回大会発表論文集　自主シンポジウム J-52
（横浜国際会議場）　2013年10月14日
Ｄ２　 通常学級ユニバーサルデザイン・その実践的展開～学校・学級経営、授業づくりに焦点を当てて～
（自主シンポジウム）（指定討論）佐藤愼二・漆澤恭子・宇野友美・加藤悦子　日本LD学会第22回
大会発表論文集　自主シンポジウム J-30（横浜国際会議場）　2013年10月13日
Ｅ１　 子どもの理解Ⅰ「子どもの気持ち～からだと気持ちがつながって育つ～」．鎌ケ谷市男女共同参画
行政セミナー・講演（鎌ケ谷市生涯学習推進センター）　2013年７月４日
Ｅ２　 いじめや体罰のない学校に～一人一人が「自分は大切にされている」と思えるように～．野田市学
校人権教育指導者養成講座・講義（野田市役所）2013年７月23日
Ｅ３　 さらにつながる特別支援教育～発達段階の縦の糸・生活を支える横の糸～．東総特別支援教育推進
連絡協議会特別支援教育コーディネーター等研修会・講演（旭市海上公民館）2013年７月25日
Ｅ４　 不登校・不適応を出さない学級作りの基礎基本．野田市教育相談研修会・講演（野田市役所）2013
年８月６日
Ｅ５　 特別支援教育コーディネーターと校内委員会の役割～みんなのハートと智恵を集め、つなげるため
に～．埼玉県特別支援教育担当者育成研修会・講義（埼玉県総合教育センター）2013年８月８日
Ｅ６　 発達段階に対応した特別支援教育の在り方．千葉県子どもと親のサポートセンター学校カウンセリ
ング専門講座・講義（千葉県子どもと親のサポートセンター）2013年８月23日
Ｅ７　 保護者との連携のあり方．千葉県子どもと親のサポートセンター小学校教育相談上級研修・講義
（千葉県総合教育センター）2013年８月30日
Ｅ８　 ｢個｣ の学びの場と「集団」をつなげるために～ことばの教室での新しい試みから～．千葉県特別
支援教育研究連盟言語障害教育研究部会秋季研修会・講演（千葉県総合教育センター）2013年10月
４日
Ｅ９　 今、大切なもの～中学校進学を視野に入れた子どもの生きる力とは～．松戸市ことばを育てる会・
講演（松戸市健康福祉会館）2013年11月13日
Ｅ10　 特別支援教育の今．木更津市小中校長会研修会・講演（君津教育会館）2013年11月15日
　川口　由起子
Ｄ１　 自分と異なる心身状態にまつわる言語表現の意図概念について．第46回情報文化研究会（國學院大
學）2013年12月８日
－ 118 － － 119 －
　川端　眞由美
Ａ１　新音楽辞典　〔人名〕（分担執筆）．音楽之友社　2014年３月
Ａ２　 モーツァルトⅡ　作曲家別　名曲解説ライブラリー（共著）．海老澤敏・川端眞由美・小林緑・高
野紀子・森泰彦・吉田泰輔・渡辺千栄子　音楽之友社　2013年
Ｂ１　 地方都市の演奏団体の広報戦略法－滋賀県立芸術劇場びわ湖ホールの《三文オペラ》上演を中心
に－（共著）．川端眞由美・柴辻純子　植草学園大学研究紀要　第６巻　2014年３月
Ｄ１　 ザクセン選定侯フリードリヒ・アウグスト１世時代における1719年問題（共同発表）．荒川恒子・
川端眞由美・坂巻和子・米田かおり　バロック音楽研究会定例会研究発表（東京芸術大学）2013年
10月26日
　
木下　勝世
Ｅ１　 図書紹介 ｢インクルーシブ保育っていいいね｣．特別支援教育研究　No. 674　p. 57　2013年10月号
Ｅ２　 山形県立米沢養護学校公開研究会小学部助言者　2013年11月１日
Ｅ３　 山形県立米沢養護学校公開研究会全体講演「領域・教科を合わせた指導と学校生活作り」．2013年
11月１日
栗原　ひとみ
Ａ１　 保育実践に学ぶ　保育内容「人間関係」（分担執筆）　第４章遊びのなかで育つ人間関係　株式会社
みらい　pp. 40-52　2013年４月18日
Ｂ１　 幼稚園教育実習Ⅰにおける観察実習の意義－実習前後アンケートから探る－（単著）．植草学園大
学研究紀要　第６巻　2014年３月
Ｄ１　 幼稚園入園直後の５月の「ちょっと来て」を考える№３　～保護者との違いから考える～．日本保
育学会第66回大会（中村学園大学）発表要旨集　p. 441　2013年５月
Ｄ２　 オープンキャンパスでのSGE（構成的グループエンカウンター）の実践．日本教育カウンセリン
グ学会第11回研究発表大会（富山大学）　発表論文集　p. 128　2013年８月
Ｄ３　 教育カウンセリングの知見や手法を用いた育児・保育支援を考えるPart 4 ～子どもの発達のアンバ
ランス～　企画者・シンポジスト　日本教育カウンセリング学会第11回研究発表大会（富山大学）
発表論文集　p. 24　2013年８月
Ｄ４　 実習生の自己課題の捉え方についての一考察．全国保育士養成協議会第52回研究大会（サンポート
ホール高松）　発表論文集　p. 116　2013年９月
Ｄ５　 新潟県における保育者の就労実態に関する調査Ⅲ．栗原ひとみ・小川崇・永井裕紀子　全国保育士
養成協議会第52回研究大会（サンポートホール高松）　発表論文集　p. 558　2013年９月
Ｅ１　 サイエンティスト・プラクティショナー賞受賞　日本教育カウンセリング学会（富山大学）　2013
年８月11日
Ｅ２　 平成25年度植草学園大学教員免許状更新講習選択講習５　講師　領域「言葉」の内容と指導　2013
年８月19日
Ｅ３　 幼稚園入園直後の５月の「ちょっと来て」を考える№３～家庭と園との違いから考える～　保育の
実践と研究　スペース新社保育研究室　Vol.18 №２　Autumn 2013　pp. 35-45　2013年９月11日
桑田　良子
Ｄ１　 中学校期における自己効力感の育成を通した社会性指導．日本臨床発達心理士会　第９回全国大会
実践セミナー企画　全国大会論文集　pp. 71-72　2013年９月15日
－ 120 － － 121 －
Ｅ１　平成25年度　植草学園大学　教員免許状更新講習　2013年８月19日
Ｅ２　香取市小中学校特別支援教育コーディネーター研修会　講師　2013年８月26日
小林　敢治郎
Ａ１　 今、再び問い直すよい授業とは（分担）．全国算数授業研究会編　東洋館出版　pp. 14-17　2013年
８月
Ｅ１　 日常の事象に潜む算数．新しい算数研究　2014年３月号　東洋館出版
Ｅ２　 八千代市立村上小学校公開研究会　講演「考えを高めるための伝え合いや比較検討の工夫」　2013
年11月15日
Ｅ３　 千葉大学教育学部附属小学校公開授業研究会　講師　2013年６月28日
Ｅ４　 市川市立北方小学校公開研究会　講師　2013年11月15日
Ｅ５　 市川市立八幡小学校公開研究会　講師　2013年12月６日
佐藤　文子
Ａ１　家族生活の支援（共著）．全290 p　建帛社　2014年３月
Ｂ１　今日の社会における家庭科教育の意義．日本家政学会誌65巻２号　pp. 45-49　2014年２月
Ｄ１　 家庭科教員養成の現状と課題．日本家政学会第65大会・シンポジウム（昭和女子大学）2013年 ５
月19日
Ｄ２　 調理学習における意思決定能力育成の可能性－特別な支援を必要とする児童・生徒において－（連
名）． 佐藤文子・内野紀子・庄司佳子　日本家庭科教育学会2013年度例会（東京学芸大学）発表論
文集　pp. 8-9　2013年12月７日
Ｅ１　 家庭科教育のめざすものを確実に実現する教科書．家庭科通信　pp. 1-4　大修館書店　2013年５月
Ｅ２　 新しい家庭科教育のめざすもの．第39回新潟県小・中・高家庭科研究大会記念講演（新潟県長岡
市）2013年８月９日　他講演多数
Ｅ３　 各教育内容のめざすものを構造化した技術・家庭科（家庭分野）の指導．教室の窓　東京書籍　
pp. 1-2　2013年９月
髙木　夏奈子
Ｂ１　 「音楽鑑賞文」にみる児童の「音楽の語りかた」の分析（単独）．髙木夏奈子　植草学園大学研究紀
要　第６巻　2014年３月
Ｃ１　 「歌をください」ほか１曲（メゾソプラノ青木美和子氏独唱の伴奏）．第20回千葉県高等学校教員演
奏会　千葉県教育会館大ホール（504名）　2014年２月２日
Ｄ１　 音楽科における児童の「言語活動」を促す授業者の〈言葉〉－美術鑑賞教育における「対話型ギャ
ラリー・トーク」からの示唆－．日本音楽教育学会第44回大会プログラム　p. 37　2013年10月12日
Ｅ１　 平成25年度看護職 IKASHIKAキャリアパスの開発～メンター・PBL方式による～（文部科学省大
学改革推進事業）キャリアアップアドバンスコース講師「文章表現」「プレゼンテーション」（東京
医科歯科大学）2013年12月５日，19日
高野　良子
Ａ１　 序章　社会全体で子育てを支えるということ（分担執筆）．少子社会の子育て力－豊かな子育て
ネットワーク社会をめざして－．（編著）高野良子　学文社　pp. 1-9　2013年５月10日
Ａ２　 ６章　企業が取り組む子育て支援（分担執筆）．少子社会の子育て力－豊かな子育てネットワーク
－ 120 － － 121 －
社会をめざして－．（編著）高野良子　学文社　pp. 96-118　2013年５月10日
Ａ３　 ７章　大学が取り組む子育て支援（分担執筆）．少子社会の子育て力－豊かな子育てネットワーク
社会をめざして－．（編著）高野良子　学文社　pp. 123-137　2013年５月10日
Ｂ１　 ジェンダーの視点からみた学校管理職養成システムの課題（共著）．河野銀子・木村育恵・高野良
子他　国際ジェンダー学会誌　第11号　pp. 52-70　2013年12月20日
Ｂ２　 公立中・高等学校の女性校長の登用－47都道府県第１号の分析に基づいて－（単著）．植草学園大
学研究紀要　第６巻　2014年３月
Ｄ１　 公立中・高等学校の女性校長の登用－47都道府県第１号の分析に基づいて－（個人発表）．国際
ジェンダー学会　2013年大会（和洋女子大学）2013年９月８日
Ｄ２　 公立高校学校管理職の登用システムに関する検討（共同発表）．日本教育社会学会第65回大会（埼
玉大学）2013年９月22日
Ｅ１　 公立中・高等学校の女性校長の登用－47都道府県第１号の分析に基づいて－．国際ジェンダー学会
2013年大会発表要旨集（和洋女子大学）p. 17
Ｅ２　 シンポジウム１：教育を豊かに－校長の新たなキャリア形成に向けて－．国際ジェンダー学会　
2013年大会（和洋女子大学、後援：内閣府男女共同参画局）．第２部パネルディスカッション：女
性のキャリア形成の現状と課題．（コーディネーター）高野良子・杉山二季．2013年９月７日
Ｅ３　 会員文献紹介　少子社会の子育て力－豊かな子育てネットワーク社会をめざして－．国際ジェン
ダー学会誌　第11号　p. 132
Ｅ４　 最近の子育て事情．講義　千葉県生涯大学校東総学園　2013年12月10日
多田　昌代
Ｅ１　 乳幼児施設等巡回支援・指導（23区内私立幼稚園・認証保育所）　2013年５月～ 2014年３月
戸丸　俊文
Ｅ１　 学校経営と教務主任の役割について．我孫子市教務主任研修会講演　2013年６月４日
長谷川　修治
Ｂ１　 イディオム表現辞典の収載表現に関する計量的研究（単著）．英語表現研究　第30号　pp. 7-18　
2013年６月１日
Ｂ２　 学習効果の高い小学生用英語教材の開発－その詳細説明と試用実験による検証－（共著）．長谷川
修治・安藤則夫　植草学園大学研究紀要　第６巻　pp. 27-36　2014年３月
Ｄ１　 児童英検における誤答の多い問題と英語熟達度との関係－小学生と大学生の比較から－（単独）．
第13回小学校英語教育学会（JES）沖縄大会（琉球大学）　要綱集　p. 29　2013年７月14日
Ｄ２　 英語の基礎学力向上を目指したリメディアル教育の効果（筆頭）．長谷川修治・落合太一　$e 
JACET 52nd （2013） International Convention（京都大学）　Book　p. 60　2013年８月30日
Ｅ１　 AJELC Newsletter No. 40 （共編）．馬場千秋・伊藤満里・長谷川修治　日英言語文化学会　2013年12
月28日
馬場　彩果
Ｂ１　 親や学生と一緒にする子どもの絵本作り－子どもの創造性を育てる実践－（共著）．植草一世・馬
場彩果・安藤則夫　芸術教育2013　Vol. 92　pp. 26-28　2013年７月23日
Ｂ１　 絵本づくりにおける幼児の取り組み方－母親アンケートからの考察－（共著）．安藤則夫，植草一
－ 122 － － 123 －
世，馬場彩果　植草学園大学研究紀要　第６巻　2014年３月
Ｄ１　 教師（保育者）を目指す学生が手作り絵本に取り組むことの意義Ⅰ－子どもとの関係作りの意識調
査－（連名）．植草一世・馬場彩果・安藤則夫　日本保育学会第66回大会（中村学園大学）　2013年
５月12日
Ｄ２　 教師（保育者）を目指す学生が手作り絵本に取り組むことの意義Ⅱ－保育者になるにあたっての子
ども理解の意義－（連名）．馬場彩果・植草一世・安藤則夫　日本保育学会第66回大会（中村学園
大学）　2013年５月12日
Ｄ３　 小袖雛形本における文字文様の研究－文字入り伊達紋に着目して－（連名）．馬場彩果・千葉桂子
服飾文化学会第14回大会（東京家政大学）　2013年５月25日
早川　雅晴
Ｄ１　 セントラルドグマ説明用立体DNA模型Ver. 2．日本生物教育学会大会（筑波大学）2014年１月12日
Ｄ２　 ウニの殻利用のすすめ．日本生物教育学会大会（筑波大学）2014年１月12日
Ｅ１　 東京湾沿岸を中心としたコアジサシの現状と保護対策．私たちの自然　Vol. 54 No. 586 pp. 8-10　
2013年５月１日
Ｅ２　 ウニ標本を活用した「生物の共通性と多様性」の学習マニュアル．武田科学振興財団奨励金により
作成．2013年10月31日
Ｅ３　 第57回日本学生科学賞・中央予備審査・審査員　読売新聞社　2013年11月16日・17日
Ｅ４　 第66回千葉県児童生徒生物研究発表大会　司会及び助言　千葉県立中央博物館　2013年11月23日
Ｅ５　 コアジサシの渡りのルートの解明に向けて．NPO法人リトルターンプロジェクト報告会　講演　
2013年12月７日
Ｅ６　 パブリックコメント用「コアジサシの繁殖地の保全・配慮指針（案）」の作成．環境省自然環境局
野生生物課．2014年２月
Ｅ７　 サイエンス・パートナーシップ・プログラム（SPP）推進委員会　査読委員．独立行政法人科学技
術振興機構．2014年２月19日～３月31日．
広瀬　由紀
Ｂ１　 インクルーシブ保育における子どもの「参加」－国際生活機能分類（ICF）を活用し保育実践を考
える－（共著）．広瀬由紀・太田俊己　植草学園大学研究紀要　第６巻　2014年３月
Ｄ１　 いろいろな子を含めた遊びが充実する保育を目指して－遊び場を見直し園保育を再構築する試み－
（連名）．加藤和成・鶴巻直子・広瀬由紀・太田俊己　日本保育学会第66回大会（中村学園大学）
2014年５月11日・12日
Ｅ１　 気になる子への対応について．千葉市こども未来部保育運営課主催　非常勤講師研修　2014年７月
４日・５日（計３回）
藤田　俊明
Ｅ１　 「卓上整理箱づくり」についての指導．植草学園大学・短期大学公開講座（植草学園大学）2013年
７月13日
Ｅ２　 「くみ紐ストラップ」についての指導．植草学園大学・短期大学公開講座（植草学園大学）2013年
８月３日
Ｅ３　 特別支援学校における「作業学習」についての指導．千葉県総合教育センター研修講座「ステップ
バイステップ」（千葉市立養護学校）2013年８月23日
－ 122 － － 123 －
Ｅ４　 特別支援教育における「重複障害教育」についての指導．特別支援学校教諭二種免許法認定講習会
（植草学園大学）2013年８月24日　
 
村上　悦子
Ｅ１　 道徳副読本（東京書籍）編集委員会　編集委員　2013年４－９月
Ｅ２　浦安市教育実践講座　講師　2013年６月25日
Ｅ３　 千葉県道徳教育映像教材制作等業務委託者選定委員会　委員　2013年７月16日
Ｅ４　 習志野市教科等主任等研修会「道徳」　講師　2013年７月30日
Ｅ５　 習志野市家庭教育学級　講師　2013年10月１日
Ｅ６　千葉県道徳教育懇談会　委員　2013年11月12日
宮下　裕一
Ａ１　 少子社会の子育て力－豊かな子育てネットワーク社会をめざして－（共著）．髙野良子・宮下裕一・
小川晶他　学文社　2013年４月20日
Ｅ１　 「高齢者の地域活動」について．千葉県生涯大学校　2013年５月10日
森高　光広
Ｂ１　 教育現場で「読書感想画」制作を実践する課題についての考察（単著）．日本学校図書館学会　学
会誌　第15巻　2014年３月
Ｄ１　 保育所・幼稚園・小学校の合同造形授業の試みについて（単独）．大学美術教育学会　京都大会口
頭発表　2013年10月12日
Ｅ１　 八千代市中学校美術部会　市教研実技研修会・講師　演習「スパッタリングの活用について」．講
演「美術科における『指導』について考える」　2013年６月19日
Ｅ２　 いすみ市図工・美術部会・講師　演習「絵の具遊びからの発想」，講演「お話の絵の指導の留意点
から」　2013年８月６日
Ｅ３　 植草学園大学・公開講座講師「実践講座・絵の具技法のABC」，「スポンジ人形をつくろう」　2013
年８月２日
Ｅ４　 横浜市小学校図書館研究会・夏季研修講師・講演　「読書感想画のいろは」　2013年８月23日
Ｅ５　 研究授業実践「うみのいきものをつくろう」．植草学園大学附属美浜幼稚園・年中児　2013年９月
17日
Ｅ６　 市川市小学校学校図書館部会研修会講師「演習を通して絵画指導を考える」および４年43名　公開
研究授業実践「楽しく絵をかこう！」　2013年10月９日
Ｅ７　 印旛郡栄町立北辺田小学校，酒直小学校，酒直緒幼稚園　年長児93名　合同造形授業実践「たいい
くかんがうちゅうになった！」　2013年10月22日
Ｅ８　 横浜市立今井小学校研究会講演「絵画指導の考え方の基礎」および４年40名　図画工作科研究授業
実践「絵を楽しく描こう」　2013年10月29日
Ｅ９　 としょかん通信全国ＳＬＡ写真ニュース11月号　小学校版および中・高校版　監修　2013年11月１日
Ｅ10　 ぷらす・あるふぁ 11月号　中・高校生版　森高光広 .「読書感想画を「描いてみようかな」と思え
る環境づくりが必要」2013年11月１日
Ｅ11　 ぷらす・あるふぁ 11月号小学生版　森高光広 .「子どもの柔軟な発想や表現を育むための読書感想
画指導をめざして」2013年11月１日
Ｅ12　 横浜市幼・保・小連携地区事業　幼・保・小の共同指導案による造形活動の合同学習研究会　講師
－ 124 － － 125 －
横浜市立今井小学校　保･小合同造形研究授業実践「おおきなおさかなでいっぱい」および全体会
講演「造形・図画工作の授業からの幼・小連携」2013年11月12日
Ｅ13　 絵本．短歌「まがたま20号」2014年
Ｅ14　 読書感想画千葉県コンクール審査員　2014年１月16日
Ｅ15　 第25回読書感想画中央コンクール中央審査会　審査委員長　2014年１月30日
Ｅ16　市川市立大和田小学校校内実技研修講師　講演「木版画の指導の手立て」2014年２月４日
Ｅ17　第25回読書感想画中央コンクール　表彰式　全体講評　2014年２月28日．毎日新聞朝刊15面コメント
掲載
Ｅ18　 第25回読書感想画中央コンクール中央審査会審査委員長としての講評と報告．「学校図書館」３月号
NO.761　P53, 54
Ｅ19　印旛郡栄町立北辺田小学校　廊下装飾・体育館装飾指導　2014年３月６日
渡邉　章
Ｄ１　 特別支援教育における授業改善を活性化する校内組織とは（自主シンポジウム）（共同発表）．渡邉
章・太田俊己・太田正己・中川奥治・泉慎一・竹林地毅　日本特殊教育学会第51回大会発表論文集
自主シンポジウム９　2013年８月30日
Ｅ１　 肢体不自由教育における教材・教具の活用（単著）．手足の不自由な子どもたち　はげみ　平成25
年度10・11月号　352号　pp. 4-10　2013年10月10日
Ｅ２　 今、大学で－聴覚障害学生のサポート－植草学園大学の巻－共に生きる社会の形成を担う人材の育
成を目指して－．渡邉章・太田俊己　聴覚障害　第68巻　10月号　pp. 36-39　2013年10月25日
Ｅ３　 肢体不自由教育における授業改善と評価の在り方（講師）．岡山県総合教育センター・平成25年度
肢体不自由授業力アップ研修講座，2013年11月19日
Ｅ４　 特別な教育的ニーズと一人一人への確かな対応（講師）．平成25年度植草学園大学教員免許状更新
講習　2013年８月19日
Ｅ５　 肢体不自由教育総論（講師）．平成25年度植草学園大学・植草学園短期大学　特別支援学校教諭二
種免許法認定講習　2013年８月18日
Ｅ６　 確かな学力を定着させるための授業作り～小・中・高の実態に合わせた指導の在り方～（講師）．
千葉県立桜が丘特別支援学校　校内研究会　2013年12月10日
Ｅ７　 開かれた学校づくり委員会（委員）．千葉県立桜が丘特別支援学校　2013年７月２日・12月４日・
12月12日
保健医療学部
小池　和子
Ａ１　 微生物学・感染看護学－微生物から感染防止を考える－（編著）．小池和子・岡田忍・白澤浩　医
歯薬出版　2013年12月１日
Ｂ１　 Association between Chlamydophila pneumoniae infection and risk of coronary heart disease for Japanese :$e 
JPHC Study （共著）N.S. Komada, K.A.Koike, H.Iso et al. Atheroaclerosis UK （in press）
Ｄ１　 マイクロナノバブル水のグラム陰性菌に対する効果（連名）．桜井直美・小池和子　第26回日本環
境感染学会（パシフィコ横浜）2013年２月
Ｄ２　 $e anti-bacterial e"ect of micro-nano bubbling water（連名）．Naomi sakurai, Kazuko A. Koike　第86回
日本細菌学会総会（幕張メッセ国際会議場）2013年３月18－20日
－ 124 － － 125 －
荒金　房子
Ｂ１　 高等学校英語教科書に見られるコミュニケーション能力育成のための活動とタスクの特徴分析 . 植
草学園大学研究紀要　第６巻　2014年３月
Ｄ１　 高等学校英語教科書に見られるコミュニケーション能力育成のための活動とタスクの特徴分析．第
19回 日英・英語教育学会研究大会（駿河台大学）2013年９月21日
小山内　正博
Ａ１　 物理療法学実習集成－授業ガイドブック－【上巻】（分担執筆）．井野省三・小山内正博　社会福祉
法人　桜雲会　平成25年３月
Ａ２　 物理療法学実習集成－授業ガイドブック－（分担執筆）．井野省三・小山内正博　社会福祉法人　
桜雲会　平成25年７月
Ｂ１　 呼吸リハビリテーションにおけるカンファレンスの効果（共著）．小山内正博・舘川康任　植草学
園大学研究紀要　第６巻　2014年３月
Ｂ２　 努力接地，前方重心移動からみた浮き趾の抽出について（共著）．福山勝彦・小山内正博・丸山仁
司　理学療法科学　vol.　28（2013） No. 1　pp. 109-113　平成25年２月
Ｄ１　 円背姿勢は呼気筋力増加に寄与するのか（単独）．総合理学療法研究会平成25年名古屋大会　2014
年７月
Ｄ２　 股関節外旋角度と寝返りパターンの関係性（共同）．川口俊太朗・小山内正博　総合理学療法研究
会平成25年名古屋大会　2014年７月
Ｄ３　 玩具吹き矢の有用性－呼吸機能と嚥下機能への効果－（共同）．小嶋夢子・小山内正博　総合理学
療法研究会平成25年大阪大会
郭　丹
Ｄ１　 片麻痺患者の運動・動作分析（単独）．吉林省中医薬学会　養生・リハビリ専門委員会第二届ニ次
学術大会　中国長春　2013年８月17日
Ｄ２　 総合病院の早期リハの意義－二次障害を予防する観点から．総合病院早期リハの講習会　特別講演
中国石家荘第一医療集団　石家荘市第一病院主催　中国石家荘　2013年10月23日
Ｅ１　 運動動作分析－姿勢のコントロールと基本動作・歩行の運動学的分析法．特別講演　理学療法運動
動作分析と呼吸理学療法学術大会　深圳第九人民病院・龍岡中心病院主催　中国深圳　2013年８月
13日
Ｅ２　 中国深チン（深圳）市龍岡中心病院　医学顧問　2013年～現在
Ｅ３　 学内共同研究　臨床に役たつ学生実践能力を養成する臨床実習前教育プログラムの開発．郭丹・小
池和子・内山伸治　2013年度
桑名　俊一
Ｄ１　 Electrophysiological characteristics of GABAergic neurons and localization of calcitonin receptor-like 
receptor in the mouse trigeminal subnucleus caudalis. Kuwana S, Hosokawa Y, Sugita T, Umezawa N, 
Matsumoto A, Arisaka H, Yoshida K, Sakuraba S. International Congress of Physiological Sciences （IUPS） 
2013, Biemingham, UK, July 25, 2013
齋藤　基一郎
Ａ１　 末梢神経系（分担）理学療法学・作業療法学専門基礎科目、教科書シリーズ（全11巻）理工図書株
－ 126 － － 127 －
式会社　2014年３月
Ｂ１　 伸張性運動による筋損傷が運動機能に与える影響．遠藤隆志・齋藤基一郎　植草学園大学研究紀要
第６巻　pp. 5-14，2014年３月
Ｄ１　 片側肢の筋損傷が両側性機能低下に与える影響．遠藤隆志・齋藤基一郎　日本本運動生理学会（東
京国際大学第一キャンパス（埼玉））2013年７月27日～ 28日
Ｄ２　 両側性経頭蓋直流電気刺激が半球間抑制および両側同時力発揮の及ぼす影響．遠藤隆志・田添歳
樹・齋藤基一郎・緒方徹　第43回日本臨床神経生理学会（高知）2013年11月７～９日
Ｄ３　 「脳とシナプスについて」・「日本の医療系大学における人体解剖実習の現状」．韓日国際シンポジウ
ム（ソウル）2014年２月10日～ 15日
佐藤　将朗
Ｅ１　 視覚障害教育総論．植草学園大学特別支援学校教諭二種免許法認定講習　講義資料　2013年７月28日
Ｅ２　 視覚障害教育の内容と方法．埼玉県教育委員会免許法認定講習（特別支援教育）講義資料　2013年
８月19日～ 20日
田上　未来
Ｂ１　 背臥位および腹臥位における徒手的呼吸介助手技の検証（単著）．茨城県立医療大学大学院博士後
期課程学位論文　2013年９月30日
Ｄ１　 脳卒中片麻痺者に対するロボティクストレーニング効果に関する研究　シングルケーススタディデ
ザインを用いて（共同発表）．佐野歩・水上昌文・吉川憲一・古関一則・浅川育世・菅谷公美子・
海藤正陽・田上未来・大瀬寛高・居村茂幸　第48回日本理学療法学術大会（名古屋国際会議場）　
2013年５月23－25日
Ｄ２　 体位変換による心圧迫をうける肺容積の変化（共同発表）．野口知紗・間瀬教史・山本健太・田上
未来・富田和秀・門間正彦・居村茂幸　第25回兵庫県理学療法学術大会（神戸国際会議場）2013年
７月14日
Ｄ３　 徒手的呼吸介助手技が慢性閉塞性肺疾患の呼吸運動に及ぼす影響について（共同発表）．田上未来・
居村茂幸・冨田和秀・門間正彦・大瀬寛高・間瀬教史　第６回呼吸機能イメージング研究会学術集
会（北海道大学学術交流会館）　2014年１月23-24日
Ｅ１　 新人理学療法士へのメッセージ　臨床と研究と教育と（単著）．理学療法ジャーナル47（5）; 426-
427，2013
田中　勇治
Ａ１　 物理療法学実習集成－授業ガイドブック－（編著）．井野省三・永原久栄・田中勇治・井上敏一・
橋本通・小山内正博・小川博史・高橋恵里・磯珠江・松澤正・伊藤雅浩・今泉洋平　桜雲会　2013
年７月１日
Ｄ１　 DPC導入後におけるADLと退院先についての検討．若尾勝・ 徳村拓哉・田中勇治・福光英彦・星
虎男・中川厚　第48回日本理学療法学術大会　発表抄録PDF O-C教・管 -039（名古屋国際会議場）
2013年５月25日
松田　雅弘
Ａ１　 ダウン症候群の理学療法（分担）．松田雅弘，小児・発達期の包括的アプローチ　PT・OTのため
の実践的リハビリテーション．新田收・竹井仁・三浦香織編集　文光堂　pp. 287-300　2013年12月
－ 126 － － 127 －
Ｂ１　 ANKLE AND KNEE JOINT COORDINATION IN SAGITTAL PLANE DURING KENDO 
STRIKE-THRUST MOTION IN HEALTHY KENDO ATHLETES（共著）. Sentaro Koshida，
Tadamitsu Matsuda ARCHIVES OF BUDO 9（2）　pp. 295-298　2013年５月
Ｂ２　 半側空間無視患者に対する iPadを利用した新たな評価と治療法について（筆頭）．松田雅弘・小山
貴之・新田收・久保田直行・二瓶篤史・河方けい・塩田琴美・宮島恵樹・高梨晃・川田教平 理学
療法学40（2）　pp. 104-105　2013年５月
Ｂ３　 歩行可能な脳性麻痺児における大腿直筋および内側ハムストリングス延長術後４週の関節トルクの変
化（共著）．楠本泰士・新田收・松田雅弘　日本保健科学学会会誌　16（1）　pp. 38-41　2013年６月
Ｂ４　 切り替えしジャンプ動作と股・膝関節屈伸筋力との関連性についての検討（共著）．相澤高治・松
田雅弘　理学療法科学 28（4）　pp. 547-550　2013年８月
Ｄ５　 片麻痺者の車椅子駆動動作の分析－車椅子クッションが駆動開始動作に及ぼす影響－（共著）．川
田教平・松田雅弘・髙梨晃・宮島恵樹・塩田琴美・山本澄子　理学療法科学　28（6）　pp. 787-790 
2013年12月
Ｂ６　 歩行可能な脳性麻痺児における選択的股関節筋解離術後４週の股関節内外転トルクの変化（共著）．
楠本泰士・新田收・松田雅弘・西野展正・松尾沙弥香・高木健志・若林千聖・津久井洋平・干野遥
理学療法　東京　第１号　pp. 59-63　2013年10月
Ｂ７　 在宅に在住重度心身障害児（者）・移動困難な高齢者の緊急避難時の介助用具の開発（筆頭　報告）．
松田雅弘　公益財団法人　在宅医療助成　勇美記念財団　2012年研究助成報告書　2013年10月
Ｂ８　 健常高齢者に対する健康指導によるストレス刺激時の脳内活動の経時的変化について－機能的
MRIによる分析（筆頭　報告）．松田雅弘・新田收・妹尾淳史・白谷智子・渡邉修　公益財団法人 
明治安田厚生事業団　研究助成報告集　2014年３月（in press）
Ｂ９　 柔道未経験者における後ろ受け身動作の短期練習効果（共著）．越田専太郎・松田雅弘・石井孝法・ 
山田利彦・金丸雄介・橋本俊彦　了徳寺大学紀要７号　2014年３月（in press）
Ｄ１　 半側空間無視における iPad による動的評価とADL評価の関連性について（筆頭）．松田雅弘・新
田收・小山貴之・久保田直行，二瓶篤史，河方けい，沼尾拓，山田隆介，高梨晃，宮島恵樹，川田
教平，網本和 第48回日本理学療法学術大会（名古屋）2013年５月
Ｄ２　 脳性麻痺両麻痺児のカーボン製短下肢装具装着時の歩行効率の変化（筆頭）．松田雅弘・高橋彰子・ 
花井丈夫・山田里美・入岡直美・杉山亮子・長谷川大和・新井麻衣子・加藤貴子・福原一郎・高木
伸輔・井手麻衣子・新田收・楠本泰士・根津敦夫　第48回日本理学療法学術大会（名古屋）2013年
５月
Ｄ３　 動的脊柱装具（プレーリーくん）の装着時の外的変化と家族満足感に関するアンケート調査（連
名）．高橋彰子・松田雅弘・花井丈夫・山田里美・入岡直美・杉山亮子・長谷川大和・新井麻衣子・
加藤貴子・福原一郎・高木伸輔・井手麻衣子・新田收・根津敦夫　第48回日本理学療法学術大会
（名古屋）2013年５月
Ｄ４　 膝関節屈曲拘縮を呈した脳性麻痺児における膝関節授動術後にKAFOを用いた理学療法介入の治
療成績（連名）．楠本泰士・新田收・松田雅弘・高木健志　第48回日本理学療法学術大会（名古屋）
2013年５月
Ｄ５　 固有受容性神経筋促通法の骨盤前方挙上パターンの中間域での静止性収縮が手運動野の脳活動に及
ぼす影響－機能的MRIにおける検討－（連名）．白谷智子・新井光男・新田收・松田雅弘・多田裕
一・ 妹尾淳史・柳澤健　第48回日本理学療法学術大会（名古屋）2013年５月
Ｄ６　 筋出力強度に伴う軟部組織硬度の変化（連名）．髙梨晃・加藤宗規・川田教平・塩田琴美・小沼亮・ 
松田雅弘・宮島恵樹・黒澤和生　第48回日本理学療法学術大会（名古屋） 2013年５月
－ 128 － － 129 －
Ｄ７　 車いすクッションが片麻痺者の車いす駆動動作に及ぼす影響駆動開始以降の時間的変化に着目して
（連名）．川田教平・髙梨晃・宮島恵樹・勝木員子・松田雅弘・塩田琴美・山本澄子　第48回日本理
学療法学術大会（名古屋） 2013年５月
Ｄ８　 E"ect on brain activity of cognitive motor task in healthy elderly; an fMRI study（筆頭）．T Matsuda ,K 
Shiota,O Nitta, T Shiratani, A Senoo, Y Ikeda, K Goto 23rd Meeting of the European Neurological Society
（Barcelona，Spain） 2013年６月
Ｄ９　 Analysis of cerebral neural activity during dual-task performance of cognitive motor tasks（連名）．K Goto，
Y Ikeda, T Matsuda, A Senoo 23rd Meeting of the European Neurological Society（Barcelona，Spain） 
2013年６月
Ｄ10　 KINEMATICS OF JUDO BACKWARD BREAKFALL : COMPARISON BETWEEN NOVICE AND 
EXPERIENCED JUDOKAS（連名）．S Koshida, T Matsuda, T Ishii, T Hashimoto $e 31st Conference 
of the International Society of Biomechanics in Sport（Taipei, Taiwan）2013年７月
Ｄ11　 Optimum site for cTBS in stroke-patients: a quantitative evaluation（筆頭）．T Matsuda, A Manji, K 
Amimoto, A Inaba, Y Nakajima, T Hirashima, S Watanabe, Y Wada The ⅩⅩⅠWorld Congress of 
Neurology（Vienna, Austria） 2013年９月
Ｄ12　 Change in brain neural activation during stress due to a continued simple cognitive task（筆頭）．T 
Matsuda, O Nitta, A Senoo, T Shiratani, K Amimoto, A Manji, S Watanabe, M Kinoshita $e ⅩⅩⅠWorld 
Congress of Neurology（Vienna, Austria） 2013年９月
Ｄ13　 Kinesiological evaluation after cTBS to contralesional motor cortex in restorative stage stroke patients（連
名）．A Manji, T Matsuda, K Amimoto, A Inaba, Y Nakajima, T Hirashima, S Watanabe, Y Wada $e ⅩⅩ
ⅠWorld Congress of Neurology（Vienna, Austria） 2013年９月
Ｄ14　 Assessment of cerebral activation patterns while operating a driving simulator with TBI survivors: a 
functional near-infrared spectroscopy study（連名）．S WATANABE, I TAKEHARA, M HITOSUGI, Y 
Hayashi, K YONEMOTO, M ABO, R MOMOSAKI, W KAKUDA, K MOCHIO, T MATSUDA $e Ⅹ
ⅩⅠWorld Congress of Neurology（Vienna, Austria） 2013年９月
Ｄ15　 動的脊柱装具（プレーリーくん）装着時の側弯改善以外の効果について－３症例の検討－（連名）．高
橋彰子・花井丈夫・松田雅弘・根津敦夫　第39回日本重症心身障害児学会（宇都宮市）2013年９月
Ｄ16　 脳性麻痺痙直型両麻痺児・者における股関節筋解離術後の歩行時動的尖足に関する要因（連名）．
楠本泰士・新田收・松田雅弘　第23回日本保健科学学会学術集会（東京）2013年10月
Ｄ17　 CHANGE IN PSOAS MAJOR MUSCLE SECTION BY TRUNK STABILITY TRAINING-AN MRI 
STUDY-（筆頭）．Matsuda T，Nitta O，Shiratani T，Koyama T，Senoo A 8th Interdisciplinary world 
congress on Low back pain & Pelvic pain（Dubai, United Arab Emirates）2013年10月
Ｄ18　 CHANGE IN TRUNK AND LOWER EXTREMITIES MUSCLE ACTIVITIES AND STAND-TO-
SIT MOVEMENT FOLLOWING BACK TRUNK MUSCLE FATIGUE（筆頭）．Matsuda T, Nitta O, 
Koyama T, Koshida S, Kawada K, Miyajima S, Takanashi A, Shiratani T 8th Interdisciplinary world congress 
on Low back pain & Pelvic pain（Dubai, United Arab Emirates）2013年10月
Ｄ19　 RELATIONSHIP BETWEEN SITTING POSITION AND AMYLASE（連名）．O Nitta,  T Matsuda, 
T Koyama, Y Furukawa 8th Interdisciplinary world congress on Low back pain & Pelvic pain（Dubai, 
United Arab Emirates）2013年10月
Ｄ20　 THE EFFCT OF BALANCE EXERCISE USING A PILLAR ON DEEP-SEATED MUSCLE OF 
THE BODY TRUNK –EVALUATION OF ACTIVITIES OF TRANSVERSUS ABDOMINID BY 
USING MRI–（連名）．O Nitta, M Takebayasi, T Matsuda, T Koyama, Y Furukawa 8th Interdisciplinary 
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world congress on Low back pain & Pelvic pain（Dubai, United Arab Emirates）2013年10月
Ｄ21　 $e characteristics of trunk isokinetic strengths in college American football players（連名）．T Koyama, K 
Nakamaru, J Aizawa, T Matsuda, O Nitta 8th Interdisciplinary world congress on Low back pain & Pelvic 
pain（Dubai, United Arab Emirates）2013年10月
Ｄ22　 長時間の単純計算課題が脳活動とプロラクチンに与える影響について－機能的MRIによる検討－
（筆頭）．松田雅弘・新田收・藤本泰成・妹尾淳史・木下正信・古川順光・楠本泰士・多田祐一・小
山貴之　第43回日本臨床神経生理学会学術大会（高知）2013年11月
Ｄ23　 指先の加速度脈波データカオス解析によるストレス評価結果と血中唾液アミラーゼの関係（連名）．
新田收・藤本泰成・木下正信・松田雅弘・古川順光・小山貴之　第43回日本臨床神経生理学会学術
大会（高知）2013年11月
Ｄ24　 重度心身障害児（者）・移動困難な高齢者の緊急避難時の介助用具の開発：健常者による介助時の
筋活動の検討（筆頭）．松田雅弘・新田收・宮島恵樹・小山貴之・楠本泰士　第５回生活環境支援
理学療法研究部会　学術集会セミナー（広島市）2013年12月
Ｄ25　 脳性麻痺痙直型片麻痺患者における踵補高の高さが重心動揺に及ぼす影響（連名）．楠本泰士・新
田收・松田雅弘　第５回生活環境支援理学療法研究部会　学術集会セミナー（広島市）2013年12月
Ｄ26　 Microsoft Kinectセンサーの三次元動作解析機としての可能性（連名）．沼尾拓・久保田直行・網本
和・松田雅弘　第22回埼玉県理学療法士学会（さいたま市）2013年12月
Ｅ１　 2013年度　千葉体育学会　研究助成　１年間　筆頭研究　「体幹筋疲労前後でのジャンプ動作にお
ける運動学的・運動力学的変化の検討」2013年４月
Ｅ２　 公益財団法人 明治安田厚生事業団　研究助成　研究代表　「健常高齢者に対する健康指導によるス
トレス刺激時の脳内活動の経時的変化について－機能的MRIによる分析－」2013年４月
Ｅ３　 第48回日本理学療法学術大会 　求められるグローバル・スタンダードな理学療法士像（報告）．
PTジャーナル47（9）　2013年９月
Ｅ４　 脳機能を考慮したリハビリテーションアプローチ－脳の可塑性と運動学習の仕組みと高次脳機能－
（講演）．千葉大学・千葉メディカルセンター合同勉強会　2013年９月
Ｅ４　 PT・OTのための神経系治療学の最新知見（公園）講演．ベネッセMCM　研修会　2014年１月
Ｅ５　 臨床における研究活動とそのポイント－問題解決能力を高めよう－（講演）．千葉理学療法士学会
特別講演　2014年２月
Ｅ６　 基礎から理解する運動学習（講演）．リーフフレンド集会．2014年２月
Ｅ７　 第146回国治研セミナー「高次脳機能障害－評価と治療アプローチ－」（総合司会）．国際治療教育
研究所　2014年３月
